
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第９号 

令和５年８月 29日 

府中市立 

府中第八中学校 

〈
在
籍
生
徒
数
〉

 

 
 
 
 
 
 
 

全
校
生
徒
数
７
５
１
名 

〈
学
校
住
所
・
電
話
番
号
〉 

 
 
 
 
 

府
中
市
四
谷
一
丁
目
二
八
二
七 

 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二(

三
六
四)

一
八
八
一 

★
引
き
続
き
熱

中
症
に
注
意
し

て
い
き
ま
し
ょ

う
！ 

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

令和 5年度体罰防止スローガン『～生徒が主役～ 教師は生徒の伴走者』 

長
い
夏
休
み
を
終
え
て
、
学
校
に
は
元
気
な
生
徒
た
ち
の
声
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
休
み
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
り
、
家
庭
、
地
域
で
活
動
し
た
り
、
部
活
動
に

励
ん
だ
り
す
る
中
で
有
意
義
な
と
き
を
過
ご
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
学
期
も
生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
が 

充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、
教
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
ま 

い
り
ま
す
。
一
学
期
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。 

 

「
夢
中
に
な
っ
て
や
っ
た
こ
と
」
…
初
め
て
の
冒
険 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
長 

髙
汐 

康
浩 

終
業
式
の
「
夢
中
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
話
を
し
な
が
ら
、
私
自
身
の
中
学
生
三

年
生
の
頃
に
ひ
そ
か
に
考
え
実
行
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。 

私
は
、
地
図
帳
が
大
好
き
だ
っ
た
。
初
め
て
地
図
帳
を
手
に
し
た
の
は
小
学
校

四
年
生
の
と
き
、
社
会
科
の
授
業
で
使
う
や
つ
だ
。
地
図
帳
を
見
始
め
る
と
、
時

を
忘
れ
て
没
頭
し
た
。
授
業
中
に
こ
っ
そ
り
と
見
て
し
ま
っ
て
先
生
か
ら
こ
っ
ぴ

ど
く
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
地
図
好
き
は
そ
の
後
の
進
路
選
択
に
も
大

き
く
影
響
を
し
た
。
高
校
を
卒
業
す
る
と
あ
る
大
学
の
地
理
学
科
に
進
学
し
た
。

い
わ
ゆ
る
地
誌
学
と
か
、
経
済
地
理
学
と
か
、
文
化
地
理
学
と
か
、
自
然
地
理
学

と
か
、
そ
ん
な
研
究
を
す
る
学
科
だ
。
一
応
は
真
面
目
に
勉
強
し
た
が
、
私
は
地

図
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
こ
と
を
詳
し
く
知
る
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
行

く
、
そ
の
部
分
だ
け
に
強
い
興
味
が
あ
っ
た
。
高
校
ま
で
は
日
本
の
地
図
中
心
で

あ
っ
た
が
、
大
学
に
入
る
と
世
界
に
興
味
が
広
が
っ
た
。 

地
図
好
き
で
得
を
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
誰

よ
り
も
方
向
感
覚
を
身
に
付
け
ら
れ
た
こ
と
だ
。
中
学
生
だ
っ
た
当
時
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
が
流
行
っ
て
い
た
。
地
図
と
コ
ン
パ
ス
（
方
位

磁
針
の
つ
い
た
計
器
）
を
見
な
が
ら
野
山
を
駆
け
巡
り
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通

過
す
る
タ
イ
ム
レ
ー
ス
だ
。
長
距
離
を
走
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、
中
学
二

年
生
の
と
き
に
、
初
め
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
周 

り
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
だ
。
地
図
を
見
な
が
ら
コ
ン
パ

ス
を
使
っ
て
地
図
に
い
ろ
い
ろ
と
書
き
込
む
な
ど
の
準
備
を
し
な
が
ら
作
戦
を
立

て
て
い
る
。
私
も
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
場
所
を
地
図
に
書
き
込
み
な
が
ら
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し
て
ス
タ
ー
ト
を
待
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
と
に
か
く

走
っ
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
向
か
っ
て
直
進
す
る
た
め
、
道
を
通
ら
な
い
。

崖
（
が
け
）
を
よ
じ
登
り
、
沢
を
横
切
り
、
ま
っ
し
ぐ
ら
だ
。
そ
し
て
コ
ン
パ
ス

に
は
頼
ら
な
い
。
ほ
と
ん
ど
勘
で
進
ん
だ
。
結
果
は
、
第
二
位
入
賞
だ
っ
た
。 

さ
て
、
中
学
三
年
生
の
と
き
に
ひ
そ
か
に
考
え
て
い
た
二
つ
の
計
画
の
う
ち
の

一
つ
に
つ
い
て
話
し
た
い
。
自
転
車
旅
行
と
ビ
バ
ー
ク
だ
。
中
学
卒
業
後
の
春
休

み
に
実
現
さ
せ
た
。
ビ
バ
ー
ク
と
い
う
の
は
野
宿
の
こ
と
、
シ
ュ
ラ
フ
（
寝
袋
）

で
一
夜
を
明
か
す
。
計
画
は
府
中
か
ら
埼
玉
県
の
川
越
に
ま
ず
向
か
う
。
川
越
か

ら
埼
玉
県
の
西
部
の
毛
呂
山
町
に
あ
る
鎌
北
湖
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
南
下
し
東
京

の
八
王
子
を
経
由
し
府
中
に
も
ど
る
計
画
だ
。
現
在
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話
も
な
い
。
こ
の
計
画
を
進
め
る
た
め
に
図
書
館
や
近
所

の
本
屋
に
通
い
つ
め
た
。
本
屋
で
立
ち
読
み
を
し
な
が
ら
メ
モ
帳
に
メ
モ
を
取
っ

て
い
て
店
主
に
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
事
情
を
説
明
す
る
と
協
力
し
て
く

れ
た
。
一
泊
目
は
坂
戸
市
を
流
れ
る
高
麗
川
に
か
か
る
橋
の
下
に
決
め
た
が
、
い

わ
ゆ
る
ヤ
ン
キ
ー
に
絡
ま
れ
慌
て
て
逃
げ
た
。
近
く
の
大
家
神
社
に
逃
げ
込
み
事

情
を
話
す
と
、
神
社
の
神
主
さ
ん
が
本
殿
（
ほ
ん
で
ん
）
に
泊
ま
る
よ
う
勧
め
て

く
れ
た
。
二
泊
目
は
鎌
北
湖
畔
で
過
ご
し
た
。
二
泊
三
日
の
ビ
バ
ー
ク
は
ト
ラ
ブ

ル
続
き
だ
っ
た
が
、
す
べ
て
が
刺
激
的
で
新
鮮
だ
っ
た
。
自
宅
に
戻
っ
た
と
き
は

満
足
感
で
一
杯
だ
っ
た
。
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
多
く
の
大
人
た
ち
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。 

実
は
、
今
の
私
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
地
図
が
好
き
だ
。
冒
険 

心
も
あ
る
。
暇
が
あ
れ
ば
地
図
を
眺
め
、
そ
の
地
を
訪
れ
た
気
分
に
な
る
。 

そ
れ
で
は
気
が
済
ま
ず
実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
体
験
は
多
く
の 

知
識
と
技
術
、
そ
し
て
、
生
活
の
活
力
や
心
身
の
健
康
を
与
え
て
く
れ
る 

と
思
っ
て
い
る
。（
始
業
式
の
話
の
一
部
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服務事故防止 
月間 

（７，８月） 
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〔敬称略〕 

令和 5年度体罰防止スローガン『～生徒が主役～ 教師は生徒の伴走者』 

★
☆
相
撲
★
☆ 

第
六
十
二
回 

東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

個
人
の
部 

第
四
位 

城
戸 

豪
大 

（
関
東
大
会
出
場
） 

★
☆
陸
上
競
技
部
★
☆ 

第
六
十
九
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
東
京
都
大
会 

男
子
中
学1

年 

走
幅
跳
５
ｍ
１
３
㎝ 

第
五
位 

伊
藤 

壮
歩 

第
７
０
回
記
念
大
会 

は
ち
お
う
じ
Ｔ
＆
Ｆ
ト
ラ
イ
ア
ル 

男
子
中
学
１
年 

１
０
０
ｍ 

 
 

第
四
位 

伊
藤 

壮
歩 

男
子
中
学
１
・
２
年 

走
高
跳 

 

第
八
位 

田
島 

雅
隆 

女
子
中
学
１
年 
１
０
０
ｍ 

 
 

第
三
位 

中
川 

結
咲 

女
子
中
学
共
通 
２
０
０
ｍ 

 
 

第
二
位 

中
川 

結
咲 

女
子
中
学
１
年 
１
０
０
ｍ
Ｈ 

 

第
一
位 

松
川 

玖
歩 

女
子
中
学
２
年 

４×
１
０
０
ｍ 

第
六
位 

 
荒
川 

莉
子 

中
川 

結
咲 

亀
山 
遥
陽 

不
動
田 

玲
希 

女
子
中
学
１
・
２
年 

走
幅
跳 

 
第
七
位 

 
不
動
田 

玲
希 

 

男
子
中
学
１
年 

４×

１
０
０
ｍ 

第
七
位 

森
田 

匠 

伊
藤 
壮
歩 

森
田 

侑
吏 

島
崎 
要 

★
☆
吹
奏
楽
部
★
☆ 

東
京
都
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

 

Ａ
組 

銀
賞 

★
☆
演
劇
部
★
☆ 

府
中
市
演
劇
部
交
流
会 

 

演
目 

『
グ
・
リ
・
コ
！
』 

作
者 

志
野 

英
乃 

「
長
月
（
な
が
つ
き
、
な
が
づ
き
）」
秋
が
深
ま

る
と
日
が
暮
れ
る
の
が
早
く
な
る
た
め
、
夜
が

長
い
月
と
い
う
意
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

□
■
九
月
の
生
活
目
標
■
□ 

 

学
校
生
活
の
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
そ
う 

★
令
和
五
年
度
体
罰
防
止
ス
ロ
ー
ガ
ン
★ 

『
～
生
徒
が
主
役
～ 
教
師
は
生
徒
の
伴
走
者
』 

服務事故防止 
月間 

（７，８月） 
 

武
蔵
府
中
郷
土
か
る
た
の

「
う
」
に
は
、
昭
和
四
十
四
年

の
市
制
十
五
周
年
を
記
念
し
て

制
定
さ
れ
た
市
の
木
、
花
、
鳥

で
あ
る
「
う
め
」「
ひ
ば
り
」「
け

や
き
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

昔
は
多
摩
川
に
た
く
さ
ん
の
雲

雀
の
巣
が
あ
り
ま
し
た
。
雲
雀

は
巣
か
ら
飛
び
立
つ
と
き
に
、

真
上
に
ま
っ
す
ぐ
に
力
強
く
、

鳴
き
な
が
ら
、
空
高
く
飛
ん
で

い
き
ま
す
。 

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 日

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 曜

働
く
人
の
話
を
聞
く
会
（

１
年
）

中
間
考
査
１
週
間
前

全
校
朝
礼

道
徳
地
区
公
開
講
座

土
曜
授
業
（

学
校
公
開
）

生
徒
会
役
員
選
挙

役
員
選
挙
リ
ハ
ー

サ
ル

生
徒
会
朝
礼

行
　
事
　
等

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金

水
泳
指
導
終

合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
実
行
委
員
会
 
 
　
英
検

実
力
テ
ス
ト
（

３
年
）

 
 
P
T
A
運
営

後
期
専
門
委
員
会

秋
分
の
日

職
員
連
絡
会
 
 
部
活
動
再
登
校

中
間
考
査
２
日
目
 
 
後
期
委
員
決
め

中
間
考
査
１
日
目

特
別
支
援
教
室
面
談
（
～

二
十
二
日
）

敬
老
の
日

『武蔵府中郷土かるた』の画像の使用については、府
中市ふるさと文化財課の許可をいただいています。 

 

八中生が府中市青

少年音楽祭で素晴

らしい合唱を発表

しました！ 

 


